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初等教育段階における科学にかかわる職業のガイダンスの取り扱い
-アメリカの教科書 ｢Discovel･theWonder｣を手がかりにして一
田中 賢二 (岡山大学教育学部)
本 (平成12)年度の講義 ｢初等理科教育学A (理科授業研究)｣では､アメリカの初等理科教科書 ｢Dis-
coverthewonderJに基づき､授業研究の試みを行わせるとともに､この教科書で扱われているPeopleat
work侶Ⅹ-ploring Careersを参考にして､課題 [科学にかかわる職業 ･仕事についてのガイダンス]などに
よって､初等教育段階における科学にかかわる職業 (仕事)のガイダンスの取 り扱いを検討させてきた｡本
稿は､この実践報告である｡
様々な特徴や工夫を見出し､教科 ｢理科｣や ｢総合的な学習の時間｣における科学にかかわる職業のガイ
ダンスの授業実践などに向けて､指導案を作ることができ､さらに受講結果についての総括的な自己評価や
講義全体についての評価からも､はば所定の成果を得たと考えている｡
キーワー ド:初等教育段階,職業,ガイダンス,アメリカ,教科書
Ⅰ.はじめに
社会における情報化 ･複雑化そして規制緩和だけ
でなく､学校教育においても大綱化 ･弾力化 ･選択
幅の拡大などから､ガイダンスの重要性が認識され
てきた｡例えば､平成10/11年に告示された中学校
/高等学校新学習指導要領では､新たに､ ｢ガイダ
ンスの機能の充実｣が明記され､平成10年に告示さ
れた小学校新学習指導要領でも ｢各教科等の指導に
当たっては, ･･･,自らの将来について考えたり
する機会を設けるなど工夫すること｣と述べられて
いる｡では､小学校つまり初等教育段階において､
科学にかかわる職業 (仕事)のガイダンスはどのよ
うに実践可能なのだろうか.
本 (平成12)年度の講義 ｢初等理科教育学A (理
科授業研究)｣では､その手がか りを求めて､アメ
リカの教科書に注目し､どのような内容や指導がな
されているか明らかにし､実践に移す可能性の追求
を一つの目的とした｡
本稿では､まず､手がか りとして選んだ教科書と､
そこで扱われている科学にかかわる職業 (仕事)の
ガイダンスの取 り扱いの概要を紹介する｡次に､授
業実践への可能性の検討結果などに触れる｡最後に､
受講生の評価などから､今回の講義についての総括
を行う｡
Ⅱ.教科書 ｢DiscovertheWonder｣
既に､この教科書 ｢DiscovertheWonder｣につ
いては､石原 .高瀬により､我が国の理科教育の現
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状を知 り､教科書の改善に資するためにも､日本の
理科教科書との比較検討を通 じて､まず､アメリカ
のこの教科書の特徴､次に､環境教育の内容につい
ての特徴が明らかにされてきた日 ｡そして､この
教科書において準備されている特徴的な内容項目に
は､Exploring Careers卑どがあることも指摘され
ている｡
今回検討資料 2)にしてきたこの書誌事項を示せば､
表1となる｡
表1 検討資料の書誌事項
編著者 DaVidHeil(SeriesConsulting
Author) et.al.,
書名 DiscovertheWonderGrade1-6
出版社 SeottForesman&Co
真数 2597(6冊96章合計)
出版年 1994
アメリカにおいてこの教科書を使って理科の授業
を進めていくとすれば､小学校の第 1学年つまり初
等教育段階の最初から､科学にかかわる職業 (仕
辛)のガイダンスを行うことになる｡
第 1-6学年用のこの理科教科書において考えら
れた主題 と単元 (モジュール)をまとめて示せば､
表2となる｡6つの主題､3-6つの単元 (モジュ
ール)によって､スパイラルに学習を深め拡大する
ようになっている｡
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表′2 主題と単元 (モジュール)の配置
第 1主題 系と相互作用 ]系と相互作用 f系と相互作用 l
第2主題 多様性
第3主題 エネルキL l エネルキ中一 エネルキ〇一
第4主題 l変化の)1○ターン
第5主題 進化
第6主題 モデル化
第 1単元 植物 生き物 生息地 地球と他の惑星 もつと近くで見よう 天体観察
第2単元 成長と変化 時代を越えた変化 那-デニンクや 水 上り坂を自転車のへ○タ○ルをこいでいく 生きている惑星
第3単元 音と光 動く物の作成 シェルター 火山と地震 面白い運動 手がかりを探求する
第5単元
第6単元
身の回りの音 天気予報 電気 ハイテク､ロウテク
また､内容の構成概念 (要素)は､我が国のAB
C (生物とその環境､物質とェネルギー､地球と宇
宙)や､第 1と第2分野､あるいは､物 ･化 ･生 ･
地などを考えてはいない｡規つかの単元とその構成
概念との対応を例示すれば､表3となる｡健康/人
表3 単元 (モジュール)の関連構成概念の対応例
体､技術/社会､科学のプロセス/歴史を含み､い
わゆるSTS(科学 ･技術 ･社会)の構想に従って
いる｡この構想､技術や社会の文脈における科学や
その意味を重視することから､科学にかかわる職業
(仕事)を扱う余地が大きいものとなっている｡
構成概念
i 第2学年 第 1単元 生き物 物理科学 地球科学 生命科学 技術/社会 科学のフ○ロセス/歴史6 2 時代を越えた変化 7
7 第3単元 動く物の作成 物理科学 健康/人体 技術/社会 科学の70ロセス/歴史
8 第4単元 地球と空 物理 地球 生命 健康/ 技術/科学の70ロセス
科学 科学 科学 人体 社会 /歴史
22 第5学年 第 1単元 もつと近くで見よう 物理科学 地球科学 生命科学 技術/社会 科学の70ロセス/歴史3 2 上がり坂を自転車のへ○タ○ルをこいでいく フop
24 第3単元 面白い運動 物理科学 地球科学 健康/人体
25 第4単元 太陽について 物理科学 地球科学 生命科学 健康/人体
26 第5単元 電気 物理科学 地球科学 健康/人体 技術/社会
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い 32の科学にかかわる職業 (仕事)のガイダンス
Ⅲ.科学にかかわる職業のガイダンス が配置されている｡科学にかかわる職業 (仕事)の
1-6学年は計 32の単元から構成されており､ ガイダンスを扱ったコーナー (頁)の次頁には関連
単元束に1-2学年は働く人々 (PeopleatWork)､ した活動 ･道具など (Howdoes･･･work?/How
3-6学年は職業調べ (Exploring Careers)とい thingswork)のコーナー (戻)がある｡一覧表に
うコーナー (貞)があり､単元の学習内容に相応し して､まとめて示せば､表4となる｡
表4 科学にかかわる職業 (仕事)のガイダンス､及びその次責の内容
Noコーナ一名 (ガイダンス) 取り上げられた職名 次頁 (関連した活動 .道具など)
1 温室見学 温室作業員 温室はどのようになっているの? 第1学年
2 病院見学 看護婦 秤はどのようになっているの?
3 フォトスタジオ見学 写真家 カメラはどのようなに働くの?
4 測候所見学 天気予報士 風見 働くの?
5 ペットショップ見学 ペットショップ従業員 水槽はどのように働くの? 第2学年
6 博物館見学 博物館員 ドリルはどのように働くの?
7 自転車工場見学 工場労働者 自転車はどのように働くの?
8 プラネタリウム 天文学者 望遠鏡はどのように働くの?
9 森林監視員 森林監視員 寒暖計 罪3学年
10 まず種から始まる 園芸家 植物の薬 :ハッカ
ll 動物と屋外で 動物園飼育係 太陽暖房 :建築
12 自助を援助する 物理治療家 飛ぶ列車
13 人々を繋<. 手話通訳 伸縮でピッチ替え
14 環境助け 化学エンジニア ゴミ収集車 :日々の需要
15 宇宙での技術 宇宙飛行士 宇宙服 :強耐久 第4学年
16 オ夕マジヤクシが大魚を導く 水族館長助手 深海調査 :遠隔操作車両
17 地震予測 地震学者 採鉱 :鉄の選鉱
8 旅客ジェット機の飛行 航空機機長 ヘリコプター :どの方向へも飛ぶ
19 雲が天気を変える 気象学者 下降突風と飛行機
20 熱帯雨林の科学者 熱帯雨林の科学者 熱帯雨林のパートナー
21 綿棒で何を知ることができるか 医療技術者 顕微鏡 :調べる道具 第5学年
22 手がかり探し 考古学者 ネジジャッキ :重い物の持ち上げ
23 健康センター センター長 自動操縦装置 :慣性の利用
4 未来の家 太陽電池建設業者 太陽電池 :光による発電
25 テレビ技師のインタビュー テレビ技師 電池 :庖源
26 宇宙のサツマイモ 農業微生物学者 生物圏2:ガラスの中での農業
27 星の研究 天体物理学者 券光器 :光の分解 第6学年
28 冷凍の動物園 動物飼育家 DNA鑑定 :犯罪検挙
29 科学探偵 先史生態学者 放射性炭素による年代測定
30 水中のデザイナ 水中写真家&デザイナ 複眼 :デージーを見る
31 医学テクノロジー 生医学技師 電気温水器
関連して計 33名 (男 16女 17､Dr9)の人物が Remember4､ 目標 Goal3､最近のプロジェク ト
取り上げられている｡第3学年以上に登場させてい CurrentPrqject3､など)が加えられている｡
る計 24名の人物については､延べ 35のコメント 想定されている指導をまとめると､そのバターン
(趣味 Hob･bies14､記憶 に残 る言葉 Wordsto がわかる.その例を挙げると表5となる｡
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表5 想定されている指導例 (2学年&5学年)
Noコーナ一名 職名 単元 関連した活動 .道具など
6 博物館見学 館員 時代を越えた変化 ドリルはどのように働くの?
点検 (EXamine) :博物館貝が必要とする資質を考えるように､児童に尋ねる.
発展 (EXploreFurther) :博物館での仕事に興味を持った児童には､クラスで話をして貰うよう地域の
悼
物館から人を招くこともできるoおそらく､化石の入った石を持ってきたり､化石を取り出す方法の演
示
もしたりしてくれる.
討論 (Discussion) :もし可能ならば､児童にドリル､ブラシ､メス､ピンセットなどのような道具を示
す.道具を何の為に使い､使ったときにどのようなことが起こるかを児童に尋ねるo
チェックポイント (Checkpoint) :大昔の動植物を調べるときに､ドリルはどのように手助けをする
か?
クやルザ 学習 (ColaborativeLeaming) :3人グループを作り､博物館貝が岩からデイノサウルスの骨を
Noコーナ一名 職名 単元 関連
26 宇宙のサツマイモ 農業微生物学者 大地に頼り暮らす Biosphere2
自分で見つけよう(FindOutonYourOwn):Biosphere2の実験の進展について書いてある最近の科学雑
誌を調べなさい○定期刊行物ガイドを使って､図書館で雑誌記事を見つけなさい｡
点検 (EXamine):微生物学者が必要な能力を､児童に尋ねる○
発展 (EXploreFurther):微生物学の仕事についてもつと知りたい児童には､アメリカ微生物学会事務局
に手紙を書かせる○
討論 (Discussion) :実験から学んだことを児童達と話し合う｡そのような実験に参加したくないかどう
か尋ねるo
クやル-70学習 (Colaborative Leami ng):このような隔離された場所で長期に生活しなくてはならないと
Ⅳ.授業共成の可能性
Ⅳ-1.講義の概要
教職専門科目 ｢初等理科教育学A&B (理科授業
研究)｣は､3年次以上の学生を対象とし､理科教
育学教官2名が担当してきた｡バランス良く履修で
きるように､また､受講生の数を適正 (上限 30名
程度)にし､受講のチャンスを増やすために､四半
期 (7-8回)･1単位の講義を､それぞれ年間5
回開講している｡この履修組分けは､年度始めに希
望を取り､履修時期の割り当てを瀧定している04
年次生の希望を優先しているので､例年､履修時期
が早い四半期には4年次生が集中することになって
いる｡
科目 ｢初等理科教育学A(理科授業研究)｣のね
らいは､将来､小学校で理科の授業を行う時､かつ
て受けてきた理科の授業の体験だけを手がかりに､
授業を行うことのないよう､内外で試みられそして
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歴史上､実験されてきた苦悩に充ちた初等理科教育
を､自ら考え､経験し､検討する中から､幅広い基
盤を培わせることである｡
その為に､初等理科教育の授業研究と諸問題の検
討との2つの部分を有機的に構成させているが､受
講生の人数及び構成に応じて､弾力的に変更してい
一方で､初等理科教育の授業研究として､内外の
基礎的文献に基づいて､HandsonActivity(学校教
育において行われる簡単な実験 ･観察)を取り入れ
た模擬授業をグループ毎に行わせ､全員で質疑 ･討
論させている｡他方で､初等教育段階の理科教育に
おける諸問題の中から学生の興味 ･関心や時代の要
請に合った問題を概説し､内外の基本資料を参考に
調査/課題を行わせ､相互評価と取 りまとめを経て､
全員で質疑 ･討論させている｡
進め方としては､グループ単位で模擬授業の実施
と全員での批評 ･討論､グループ単位で調査 /蘇
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題の取りまとめの報告と全員で質疑 ･討論､最後に
コメントを加えている｡つまり､考え､経験し､ま
とめ､発表し､討議し､思考 ･経験の変容を経るな
ど､受講生の主体的で能動的な受講態度を求めてい
る｡
最終的な評価は､出欠､内外の基礎的資料の検討､
宿題として課す調査/課題のレポート､グループ毎
に行う模擬授業の実施 ･レポートの相互評価 ･取り
まとめなどから､総合的に判断している｡
本 (平成 12)年度受講届けを出している学生は､
既に､終わっている第1四半期 (月3限､4限)､
第2四半期 (月4限)の計3回について､34､27､
27の計 88名であり､履修が始まった第4四半期
(月3限､4限)では､30､24名である｡
しかし､実際に履修した学生は､第1四半期 (月
3限､4限)､第2四半期 (月4限)の計3回につ
いて､29､27､10名である｡とりわけ､第2四半
期 (月4限)では､履修辞退者が 17名を数え､養
護学校と幼稚園教員､養護教諭養成課程の3年次生
全員 (9名)が､履修を辞退している｡そこで､受
講者が激減した第2四半期 (月4限)は､授業研究
をせず課題演習による諸問題の検討のみに変更した｡
計 56名を対象として行った本 (平成 12)年度第
1四半期 (4/1-6/5)の講義 ｢初等理科教育学A (理
科授業研究)｣の概要を示せば､表6となる｡表6
でわかるように､一方で､授業研究はガイダンスの
取り扱いを検討する資料として選んだ教科書 ｢Dis一
･covertheWonder｣の6学年の最後の2単元に基
づき､他方で､演習課題としてとしてカリキュラム､
ガイダンス､Hands-on Activityなどの初等教育段
階の理科教育における諸問題を扱った｡
表6平成 12年度第1四半期 (4/1-6/5)の講義
｢初等理科教育学A (理科授業研究)｣
月日 内容/調査課題の取りまとめ/授業研究
14/17講義のガイダンス
理科教育の動向概説
2 4/24調査 Ⅰ (4/17提出)&調査 ⅩⅤ (2/7捷
出)
授業研究第一次資料回収
課題CXLⅠⅩ (149)
[初等理科カリキュラムの比較/日中]
4 5/8 (4/24提出)
授業研究.Ⅰ
Discovert,heWonderGrade6
教科書の概要
課題CL (150)
[義務教育における科学教育の一貫性
5 5/15/アメリカ] (5/1捷出)
授業研究Ⅰ
DiscovertheWonderGrade6
ModuleE-1&F-1
課題CXLVⅠⅠ(147)
[科学/理科のガイダンス1]
6 5/22 (5/8提出)
授業研究Ⅲ
DiscoVortheWonderGrade6
ModuleE-2&F_2
課題CXLVⅠ(146)
[科学にかかわる職業 .仕事についての
7 5/29ガイダンス1] (5/15提出)
授業研究Ⅳ
DiscovertheWonderGrade6
ModuleE-3
課題CXVⅠ(116) (5/22提出)
[理科教育におけるHands-onAotiVity/3]
調査XV 講義に対する評価 (5/29提
Ⅳ-2.検討一課題
ガイダンスに関連させた課題の一つは､表7であ
り､その課題の意図の説明 (4/17& 5/8)/レポー
トの提出 (5/15)/担当グループによる課題レポー
トの相互評価 ･取りまとめ/報告 ･討論 (5/22)と
進めていった｡レポー トの出し放しで終わらない､
聞き/考え/まとめ/聞き/考え/まとめるという
フィー ドバックを行うことで､深く考えることがで
きる工夫をしている｡
表7 課題CXLVI(146) [科学にかかわる職業 ･仕事についてのガイダンス1]
1.別紙を翻訳する｡
PeopleatWork/ExploringCareers/HowThingsWork
2.児童になった積もりで､ (可能な限り)別紙において準備されている活動を行う｡
例えば､Discussion､ExploreFurther,ColaborativeLearning,FindoutonYourOwnなどのど
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れかに基づく｡
なお､基づいた指示内容は明記のこと｡
3.別紙の学習活動は､我が国の小学校の何年生に対して可能であるかを､示す｡
なお､学習指導要領､教科書などを参考にした場合には､その書誌事項 (編著者､書名､出版
社､出版年/検定年､参考部分の頁など)を明記する｡
ここでの別紙とは､この教科書の 32種類各2頁
(衷4)と､その位置づけを知るための単元の目次
であり､学生毎に違っている｡
この課題の報告と取りまとめ､模擬授業 (授業研
究)､そしてそれぞれについての質疑や討論などか
ら､受講生は､アメリカの教科書 ｢Diseoverthe
Wonder｣において､様々な特徴や工夫
(9我が国の小学校理科のABC区分ではとらえられ
ない内容をカバーしている
②卒業前にまとめてガイダンスするのでなく､単元
毎に準備している
③身近な職業から新しい職業など多様なものを取り
上げている
④仮名でなく特定人物を取り上げ､具体性が高い
⑤関連した活動や道具などを隣接させ､包括的で､
単元の最後だけでなく独立した学習が可能である
⑥そのことによって､点検 ･発展 ･討論 ･個別学習
･グループ学習などを準備し､自主的な活動を求
めている
⑦教科 ｢理科｣だけでなく､新設された ｢総合的な
学習の時間｣においても実施可能である
を兄い出した｡
ちなみに､この課題の手順2において実際に活動
を行った受講生は､50名中 29名であった｡また､
手順3において､我が国での可能な学年は想定され
ているアメリカの学年に比べて､多くがより高学年
であるとしていた｡
Ⅳ-3.指導案作成一追加課題
表8は､例年､最終講義に提出させている調査Ⅹ
Ⅴ (15)､講義に対する評価 (問1-8)に加えて､
講義に対するまとめとして追加的に課した課題 (間
9,10)である｡
表8 調査/課題ⅩⅤ(15)追加 [講義に対するまとめとして]
問9 【意義の学習指導要領などによる再確認】
中等教育段階と初等教育段階との違い､科学技術や理科教育の現状なども考慮して､初等教育段階
における科学にかかわる職業 .仕事についてのガイダンスの意義を述べるo
間10 【実践可能性のアメリカ教科書などによる再検討】
初等教育段階における科学にかかわるある仕事 .賎業についてのガイダンスの指導案を作成する○
指導案 (1授業時間分)の形式は自由とするが､対象学年 .時期 (学年) .扱う仕事や職業 .目標 .
意義の確認 (間9)については､様々な回答から 2例を示せば､表9となる｡
表9 ガイダンスの意義の確認例 (3限受講者番号2&4限受講者番号13回答)
科学に関する職業についてのガイダンスを初等教育段階で実施することは次の2つの意義があると思う｡
･自分の身のまわりのことすべてを支えてくれているという人がいることに気付き感謝の気持ちを持つことが
できるようにする｡
･科学に関する職業に興味を持ち､自分の夢を持ったりその仕事について調べたりすることができるようにな
る｡
･･･特に科学にかかわる職業 ･仕事においては､現在の科学技術の進歩により､数がかなり多くなり自分
で探すことが難しいのが現状である｡教育の場で援助する事が望まれる｡ ･･･
指導案の作成 (問 10)については､ほとんどが 計 53の指導案の中から､綿密な計画であり実施
現行の小学理科が始まる3学年以上を対象とし､関 可能性の高い2つの案を､示せば､表 10､11とな
連テーマが扱われる時期に実施する案となっていた｡ る｡それぞれ､今回参考にしたアメリカの初等理科
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教科書 ｢Disc｡vertheWonder｣におけるガイダン (表4)を参考にしており､アメリカで想定されて
ス:5ペットショップ見学&8プラネタリウム見学 いる学年と比べ高学年で扱う案となっているo
表10 指導実例1(4限受講者番号6作成)
第3学年1学期 理科学習指導案
1.ペットショップで働く人達
2.指導の立場
本単元ではペットショップで働く人達についてとりあげる｡ペットショップではどんな仕事をするのかを調
べ､話し合い､動物の世話をするにはどんなものが必要かを知ることができるようにする｡
ペットショップにも､学校にも､家にもよくある身近なものとして水そうをとりあげ､そのはたらきについ
て､実際に魚を育て観察しながら話しあい､生きていくためにどのようなことが必要かを知ることができるよ
うにする｡これらのことを意欲的に取りくみ､調べ､話し合う活動を通して､生命を尊重する態度が育つよう
にするとともに､仕事の大切さなどについても学ぶことができるようにする｡
3.目標
(1)ペットショップで働く人達の仕事について調べ､話し合う活動を通してより深く学ぶことができるよう
にする｡
(2)水そうのはたらきを知り､､魚を育てるということについて理解し､その生命について考えることがで
きるようにする｡
4.指導計画
第1次1時 ペットショップで働く人達) (本時)
2時 水そうのはたらき
本時案<第1次1時>
○準備するもの
動物たちの絵､かご､水そうの絵､ワークシート
学習の展開
学習活動 教師の支援 予想される児童の活動
1.ペットショップ T.みんな､今､ペットショップに ･ペットショップにいそうな生き物をどんど
にはどんな生き物が やって来たよ○想像 してみましよ 表する○
いるかを話しあう.2.どんな仕事をす う.何が見えますか.･あらかじめ用意していた絵を児童の発表にあわせて､黒板にはつていく絵を用意していないものも黒板に板書し､声をかけ がら､児童の想像力 きた る.T この生き物達の住んでいる家な イヌ､ネコ､鳥､魚､昆虫､は虫類･ペットショップにある道具や用品を発表すどの必要なものは何かo用意しておいたそれらの絵をはり､黒板をいつ いにすることで児童が想像しやす ようにするoペットショップ はこんなにた かご 水そう､巣､鎖ベ の世話をすることを発表する.
るか話しあう○ くさんのものや生き物がいることが えさをあげる､そうじをする､健康状態をみ
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3.どんな人があう
か話しあう｡
4.身近な生き物に
ついて考える｡
･児童の発言にあわせて絵を動か
す｡
T.ペットの世話以外にすることは
何か｡
･黒板に板書する｡
T.お客さんの相談にのるには､動
物のことにくわしくて､病気につい
てもくわしいはずだね｡
T.では､どんな人がいいか｡
T.ペットショップについてたくさ
んのことが分かったね｡近くにペッ
トショップがある人は家の人と一緒
にいって質問して､みんなに報告し
ましよう｡
･ワークシートを配り､聞きたいこ
とをかくようにいう｡
･質問がうかぶように､何個かいっ
てみる｡
T.さっき､ペットショップの人は
動物の世話をするっていったけどみ
んなも動物の世話できるね｡家にも
学校にも近所にもたくさんいるね｡
どんなことするのか｡
T.このクラスにも生き物がいる
ね｡
･水そうの魚に注目させる｡
T.みんなもペットショップの人達
と同じようにいろいとな生き物の世
話をしたことがあるんだね｡
T.では､今度の時間はこの水そう
の働きについての話をします｡
･お客さんとの仕事について発表する｡
ベット用品を売る､お客さんの相談にのる､病
気のチェックをする
動物好き､動物にくわしい､しつけを理解する､
そうじが好き､ ･ワークシートに質問したいこと
を書きこむ｡
･自分のベットの世話をしていることを話す｡
えさをあげる､一緒にあそぶ､散歩する､ブラ
シをかける
･自分達が世話をしていることを話す｡
えさをあげる､そうじをする
表11 指導案例2(4限受講者番号9作成)
対象学年 6年
時期 2学期始め (夏～秋にかけて)
星の動き一天文学者 (新版理科6年上教科書より)で扱う｡
*次時にプラネタリウムを訪問することを前提に作成する｡
目標
18
初等教育段階における科学にかかわる職業のガイダンスの取り扱い
準備物 教師 :望遠鏡の仕組みを説明するための図､子ども :天文学者について各自調べてくる｡
学習活動 指導の要点と留意事項
1.本時の活動のめあ
てを知る｡
2.各自調べてきたこ
とについて話し合う｡
3.発見したこと､話し
合ったこと､まとめた
ことについて紹介し合
う｡
4.天文学者と自分の
生酒の関係について考
え､天文学者という職業
についての理解を深め
る｡
5.本時の ま とめを
し､次時の学習を確認
する｡
1.前回までの学習をふ り返 り､前時の学習を想起させるとともに ｢星や惑星を研究
する人々一天文学者について調べよう｣という本時の活動のめあてをつかませる｡
めあて :天文学者について調べよう｡
2. ･自分が調べてきたことだけでなく､もっと深めるために､まず､班ごとに話し
合い､お互い調べてきた情報を交換し合う｡
･後で班の一人が発表できるよう､まとめておく｡
予想される活動 :･星を発見することを仕事にしている｡･プラネタリウムで働いて
いる｡ ･大学で研究している人もいる｡ ･望遠鏡で星や惑星を観察している｡･パソ
コンを使う人もいる｡
･机間指導 (机間巡視)して話し合いが円滑に行われない時には､質問などを投げか
け､それについて話し合わせる｡
｢天文学者はどんな仕事をするんだろう?｣｢天文学者はどんなところで仕事をする
んだろう?｣
3.･各班の代表者 (4､5名程度)が､自分たちの班でまとめた天文学者について
の情報や知識を紹介し合う｡
予想される括動 :･2.でできた内容､さらにまとまった内容を発表する｡･あまりま
とまっていない班もある｡
･全部紹介してほしいところだが､時間がかかるため､前班､あるいはすでに述べら
れた内容を省略して発表される｡
･まとめた内容をはっきりととらえやすくするため､ごく簡単な板書をする｡
板轟く天文学者> ･仕事の内容 :星や惑星の観察､崖の発見､研究 ･仕事の場所 :プ
ラネタリウム､大学､研究所 ･仕事の道具 :望遠鏡､パソコン
4(1)･3の活動でまとめてきた中から天文学者にとって必需品である望遠鏡の仕
組みについての理解を深める｡
･望遠鏡を使う理由､望遠鏡を使うとどうなるか､どのように見えるかについて話し
合う｡
予想される活動 :･月が大きく見える｡･星が見える｡･肉眼だけでは見えない星も見
える｡･以前､スイ星を見た｡ ･星が動いているのがよく分かるなど
(2)･なぜ､大きく見えたり､肉眼でみえなかったものが見えるのかということに
ついて､望遠鏡の仕組みを理解するための図を提示し､話し合うことで､望遠鏡の仕
組みについて理解を深める｡
･イタリアの科学者ガリレオの話をとり上げ､望遠鏡を使うことによって､天動説を
はじめ､様々な発見をし､それまでの考えを変えたことについて話す｡そうすること
で､天文学者の研究発見が自分たちの生活に影響を及ぼしたり､関わっていることを
理解し､天文学者という職業についての理解を深めることができるようにする｡
･本時のまとめをする中で､次時のプラネタリウムへの訪問について説明し､意欲を
高める｡
･プラネタリウムを訪問するにあたって､天文学者の方に尋ねたいことをノートにか
かせ､次時のプラネタリウムへの訪問について意欲をもっことができるようにする｡
初等教育段階における科学にかかわる職業 (仕事)
Ⅴ.おわりに のガイダンスの取 り扱いを検討してきた｡
本 (平成 12)年度の講義 ｢初等理科教育学A 初等教育段階ですら､教科 ｢理科｣や ｢総合的な
(理科授業研究)｣では､授業研究を行うとともに､ 学習の時間｣における科学にかかわる職業 (仕事)
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のガイダンスの授業実践などに向けて､幾つかのヒ
ントを得て､授業実践の可能性の換討をするととも
に､実際､指導案を作成することができている｡
最後に､全体的な総括として､最終講義で行った
調査/課題ⅩⅤ (15) [講義に対する評価]の自
己評価､講義に対する評価 (問6,7)､及び教官
による最終評価に注目する｡これら3つの評価があ
る 46名について､それぞれの最大値､標準偏差､
中位点 (平均値)､最小値の4つのパラメータを箱
ひげ図で示すと､図1のようになる｡
全体としては､受講結果についての自己評価や講
義全体についての評価､教官による最終評価から､
ほぼ所定の成果を得たと考えられる｡
自己評価 計頼評価 最終評価
図1 自己評価､講義に対する評価､及び教官から
の最終評価
学生からの二つの評価は､そもそも可から優の間
(60-100)で判断し､平均と標準偏差 (ばらつき)
はほぼ同じであり､それらと比べると､教官からの
最終評価は平均が上がり､標準偏差 (ばらつき)が
小さくなっていることがわかる｡
更に､学生の自己評価を中心として､講義に対す
る評価､教官からの最終評価の対応をグラフに示し
てみれば､図2となる｡図には､それらの間の対応
関係を (線形)近似した場合の直線を､加えているC
学生の自己評価と教官からの最終評価とはいわば
弱い順相関となり､学生達のそれぞれの自己評価は､
少なくとも相対的な点からは信頼して良いことを意
味している｡しかし､自己評価と講義に対する評価
とはほとんど関係がないことがわかる｡学生自身の
◆講義評価 ･最終評価- 線形(計載評価)･一一繰形(毛終評価)
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図2 自己評価､講義に対する評価､及び教官から
の最終評価の対応関係
努力や関与が､講義全体の成否に関わっているとい
う意識が､全体としては見られない｡これは､例え
ば､受講生の感想の中にも指摘が多い､討論などに
積極的に加わる主体的で能動的な受講態度の不足を
示していると､とれないわけではない｡
付記 :本稿は､日本科学教育学会第24回年会 (辛
成 12年7月29日､静岡市)において口頭発表した
｢初等教育段階における科学にかかわる職業のガイ
ダンスーアメリカの教科書 『Discover the Won-
der』の場合-｣に､加筆修正したものである｡
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